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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウインドウワイパ装置のワイパアームに設けられるワイパブレードのための接続装置で
あって、前記ワイパブレードが、ワイパ条片を有するばね弾性的な支持エレメントから形
成されており、前記接続装置に、前記支持エレメントの外縁に固定された保持装置と、前
記ワイパブレードの長手方向延びに対して横方向に前記保持装置に配置された接続ピンと
が設けられており、前記接続ピン（８）に、アダプタブラケット（４８）が枢着されてお
り、該アダプタブラケットに、該アダプタブラケットに適合された、前記ワイパアーム（
２）のエンドピース（５２）が、係止結合又はラッチを介して解除可能に結合可能であり
、組み付けられた状態で堅固に結合されており、前記アダプタブラケット（４８）が、次
のように形成されている、すなわち、前記ワイパブレード（１）が、車両ウインドウの湾
曲に基づいた、前記アダプタブラケット（４８）に対して所定の揺動運動を行うことがで
きるように形成されている形式のものにおいて、前記アダプタブラケット（４８）が、前
記保持装置（７）を有する鋳込み部材であり、該鋳込み部材が、円筒状の周面を備え、か
つ該鋳込み部材の、ワイパアーム端部に向いていない端面に突出したストッパ面（４９）
を備えており、前記鋳込み部材の長手方向軸線が、前記ワイパブレード（１）に対して平
行に配置されており、前記周面に軸線平行に、差込みロックのための２つの案内溝（５１
）が形成されており、該案内溝（５１）内に、前記ワイパアーム（２）のエンドピース（
５２）内に配置されたそれぞれ１つの案内ピンが係合し、ロック位置が、前記ストッパ面
（４９）に配置されたばね手段（５０）により確保されており、該ばね手段（５０）が、
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エンドピース（５２）を、前記ワイパアーム（２）の方向に負荷することを特徴とする、
ウインドウワイパ装置のワイパアームに設けられるワイパブレードのための接続装置。
【請求項２】
　前記アダプタブラケット（４８）が、フード状の、前記保持装置（７）を取り囲む、形
状安定性の材料から成る鋳込み部材であり、該鋳込み部材に、前記接続ピン（８）のため
の軸受が形成されている、請求項１記載の接続装置。
【請求項３】
　前記軸受が、係止収容部の形で形成されており、該係止収容部にそれぞれ１つの挿入ス
リットが設けられており、該挿入スリットが、前記アダプタブラケット（４８）の、前記
ワイパブレード（１）に向いた側に挿入開口を有している、請求項２記載の接続装置。
【請求項４】
　前記ワイパアーム（２）の前記エンドピース（５２）が、前記アダプタブラケット（４
８）を形状接続的に、又はほぼ形状接続的に上から係合している、請求項１又は２記載の
接続装置。
【請求項５】
　前記アダプタブラケット（４８）が、前記ワイパブレード（１）に向いた側に、揺動運
動を可能にする間隔を前記ワイパブレード（１）に対して有している、請求項１又は２記
載の接続装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両のためのウインドウワイパ装置のワイパアームに設けられるワイパブレ
ードのための、特にウインドウの投影図で見てワイパアームに隣接して配置されたワイパ
ブレードのための接続装置に関する。
【０００２】
　ウインドウワイパ装置のワイパアームへのワイパブレードの配置は、接続装置を介して
直接に、又は手間のかかるＵ字形部材システムを介して得られ、この場合に直接の配置は
小さい構成高さの利点をもたらす。このような配置による解決策が、例えばＤＯＳ２３２
４７０２、ドイツ連邦共和国特許公開第３４２４７２９号明細書、ドイツ連邦共和国特許
公開第１９７２９８６４号明細書、ドイツ連邦共和国特許公開第１９７２９８６４号明細
書、ドイツ連邦共和国特許第１９９３５８６１号明細書、ドイツ連邦共和国実用新案第２
９６１１７２２号明細書及び国際公開第９９／３６３００号パンフレットに記載されてい
る。このような配置のためのワイパブレードは、一般に湾曲された弾性的な支持体と、ワ
イパリップを備えたワイパ条片とを有しており、このワイパリップは、ワイパアームによ
りワイパブレードに加えられた圧着力に基づき、車両のそれぞれのウインドウガラスに弾
性的に接触する。
【０００３】
　ドイツ連邦共和国特許公開第１９７２９８６４号明細書に記載のウインドウワイパが、
ワイパ条片のためのばね弾性的な支持エレメントを備えたワイパブレードを有しており、
このワイパブレードの、ウインドウガラスに向いていない側には、駆動されるワイパアー
ムに結合可能な接続装置が保持されており、この場合にこの接続装置は、ワイパ条片に設
けられた切欠きに対応配置されている。この場合に２つの平行なばねレールから形成され
た支持エレメントが、互いに向かい合ってワイパ条片に形成された長手方向溝内に係合し
、ばねレールの外側の長手方向縁部に上から係合する保持体（保持装置）により長手方向
溝内に固定されている。この保持体は、支持エレメントの長手方向に延びる、ウインドウ
ガラスに対して立てられて配置された、かつウインドウガラスから離れるように延びるフ
ランジ状のショルダを有しており、これらのショルダには、ワイパブレードの長手方向延
びに対して横方向に、かつワイパブレードのほぼワイプ方向に配置された、ワイパアーム
に形成された軸受収容部のための枢着ピンが固定されている。
【０００４】
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　さらにドイツ連邦共和国特許公開第１０００３５８９号明細書により、自動車ウインド
ウガラスのためのウインドウワイパ装置のワイパアームに配置するためのワイパブレード
のための接続装置が記載されており、この接続装置は、ワイパブレードに堅固に配置され
た枢着ピン（接続ピン）と、旋回軸受の形でワイパアームに形成された中空円筒状の係止
収容部とから形成されており、この係止収容部には、前記枢着ピン（接続ピン）のために
半径方向にギャップ状の切欠きが設けられてる。接続ピンは面取りされており、この場合
に、面取りされた領域の厚さは、切欠きの幅に等しいか、又はこれよりも大きい。切欠き
が形成された半径方向は、ワイパアームにおけるワイパブレードの所定の作業位置では面
取り部に対して横方向に付与されており、かつ組付け位置では面取り部に対して平行に付
与されている（係止位置）。ワイパアームにおいてワイパブレードの取外し又は組付けを
可能にするためには、このワイパアームは車両ウインドウガラスから離れるように折り畳
み（weggeklappt）、ワイパブレードは組付け若しくは取外し位置で旋回させるか、若し
くはワイパアームに対応配置し、接続ピンにより、係止収容部から係合解除する、若しく
は係合させることができるようになっていなければならない。次いでワイパブレードはワ
イパアームに対して平行配置で、かつワイパアームはほぼ９０°だけ自動車ウインドウガ
ラスに沿った作業及び接触位置へ旋回することができるようになっている。この位置（係
止位置）では、ワイパブレードは簡単な形式でワイパアームに信頼性良く保持されている
。もちろんワイパブレードの組付け若しくは取外しは比較的手間がかかる。
【０００５】
　前記接続装置では、ワイパアームのエンドピースに配置された装置エレメントもワイパ
ブレードに配置された装置エレメントも摩耗に屈してしまう。
【０００６】
　そこで本発明の課題は、請求項１の上位概念部に記載の接続装置において、摩耗にさら
されるエレメントがワイパブレードに、又は主にワイパブレードに配置されているように
形成することである。
【０００７】
　この課題は、請求項１に記載の特徴を有する上位概念部に記載の接続装置により解決さ
れる。有利な構成が従属請求項に記載されている。
【０００８】
　本発明は、ウインドウワイパ装置のワイパアームに設けられるワイパブレードのための
接続装置であり、この接続装置は、（公知の形式では）ワイパブレード堅固な保持装置と
、この保持装置に配置された、ワイパブレードの長手方向延びに対して横方向に延びる接
続ピンとを有しており、この接続装置では保持装置とワイパアームのエンドピースとの間
にアダプタブラケットが配置されている。このアダプタブラケットは、接続ピンに枢着さ
れており、保持装置で案内されており、ワイパアームのエンドピースに対応しており、ア
ダプタブラケットに適合されたエンドピースは、解除可能な結合部、例えば係止結合又は
ラッチ(Verklinkung)によりワイパアームに配置されている。この場合に、アダプタブラ
ケットは次のように形成されている、すなわち、接続ピン、ひいてはワイパブレードも、
車両ウインドウガラスの湾曲に基づいた、この車両ウインドウガラス、ひいてはワイパア
ームに対しても所定の揺動運動を行うことができるように形成されている。ワイパアーム
のエンドピースの所定の位置に配置された、ワイパブレードの固定された構成部材として
のアダプタブラケットは、これにより、ワイパブレードとワイパアームとの間の運動手段
であり、同時にこのワイパアームのための保持エレメントである。ワイパアームに対して
ワイパブレードの運動を可能にするエレメントと、アダプタブラケットと保持装置の間の
案内部とは、これにより、もっぱらワイパブレードにのみ形成されている。これにより、
ワイパブレードのみがウインドウワイパの摩耗部材としてみなすことができる。ワイパア
ームへのワイパブレードの組付け及び取外しは簡単な形式で誤りなしに可能である。ワイ
パブレードとワイパアームとの間に形成された結合は安定しており、堅固であり、特に高
い走行速度時の負荷に耐える。
【０００９】
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　有利には、アダプタブラケットは形状安定性のプラスチック又は金属、特に軽金属から
フード状に形成された鋳込み部材であり、この鋳込み部材は保持装置をカバーし、保持装
置の、ワイパブレードの長手方向延びに対して平行に形成された長手方向側部に特に少な
くとも部分的に接触しており、アダプタブラケットには接続ピンのための軸受が形成され
ている。これらの軸受は、有利には接続ピンの端部のための係止収容部の形で形成されて
いてよく、この場合に係止収容部にはそれぞれ挿入スリットが設けられており、この挿入
スリットは、アダプタブラケットの、ワイパブレードに向いた側に挿入開口を有している
。これにより、アダプタブラケットは簡単な形式で、接続ピンが両方の挿入スリット内に
挿入された場合に、接続ピンを係止収容部に係合させる押圧作用により、接続ピンに、ひ
いては保持装置にも配置可能である。これにより、アダプタブラケットは保持装置に枢着
的に保持され、部分的な接触によりこの保持装置で傾倒することなしに案内される。
【００１０】
　ワイパアームのエンドピースは、有利には次のように形成されている、すなわち、ワイ
パアームにワイパブレードを配置した場合に、エンドピースはアダプタブラケットを形状
接続的又はほぼ形状接続的に上から係合し、これにより、ワイパブレードが、このことに
よっても車両ウインドウワイパに対して所定の位置に安定的に傾倒することなしに保持さ
れている。
【００１１】
　ワイパブレードに対してアダプタブラケットは間隔をおいて配置されており、これによ
り、アダプタブラケットには、車両ウインドウガラスの湾曲に基づき可能となる必要のあ
る、接続ピンを中心とした揺動運動が可能となり、これにより、ワイパブレードは車両ウ
インドウガラスにおいてそれぞれの位置で、必要な圧着力により車両ウインドウガラスに
位置している。運動制限のためには、アダプタブラケットの、ワイパブレードに向いた側
には、接続ピンの両側にストッパ面が形成されていてよい。
【００１２】
　別の構成では、エンドピースが、側方に配置された２つの案内レールによりアダプタブ
ラケットに上から係合する。このアダプタブラケットは、ワイパブレードに向いていない
側にばね弾性的な舌片を有しており、この舌片にはエンドピースに形成された係止開口の
ための係止ノブが設けられている。さらにアダプタブラケット及び／又は保持装置にはロ
ック手段が設けられており、これらのロック手段には、車両ウインドウガラスにおけるウ
インドウワイパの作業位置で、エンドピースに形成されたストッパ手段が係合している。
基本的にこのように形成された構成は、エンドピースとアダプタブラケットとの係止が機
能しない場合にワイパアームへのワイパブレードの誤った組付けを阻止する。鏡像的なワ
イパブレードは、例えば反転ウインドウワイパ装置の場合には、それぞれに設けられたワ
イパアームにのみ組み付けることができる。
【００１３】
　本発明には択一的な接続装置もある。この場合には、接続ピンは両側で面取りされてお
り、接続ジャーナルの形に成形されているか、又はこれに対して択一的に、それぞれ半径
方向に形成された切欠きを有する中空円筒状の係止切欠きのための２つの面取りされた接
続ジャーナルの形に形成されている。この場合には接続ピン若しくは接続ジャーナルが、
これらの接続ピン／接続ジャーナルの軸線を中心として回動可能に保持装置で支承されて
おり、アダプタブラケットに回動不能に結合されており、係止収容部がワイパアームのエ
ンドピースに堅固に配置されている。これに対して択一的には、接続ピン若しくは接続ジ
ャーナルが、ワイパアームに堅固に配置されており、係止収容部が旋回可能に保持装置に
配置されており、この場合にアダプタブラケットに回動不能に結合されていてもよい。こ
の場合に、接続ジャーナルは組付け位置では、接続ジャーナルの回動により、又はワイパ
ブレードに堅固に配置された接続ジャーナルの場合にはワイパブレード全体の旋回により
、面取りされた側部により切欠きの方向に整列されており、かつアダプタブラケットがエ
ンドピースに係止されている場合に切欠きにより互いに形状接続的に噛み合っている、車
両ウインドウガラスにおける運転位置では、切欠きの方向に対してほぼ横方向に整列され
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ており、ひいては切欠きに係止されている。
【００１４】
　この形式の接続装置は、ワイパアームへのワイパブレードの簡単な組付けをも可能にし
、同時に車両ウインドウガラスにおける運転位置（同時に係止位置）では、ワイパアーム
とワイパブレードとの間の信頼性よい結合を形成する。誤った組付けが阻止される。前記
接続装置は、車両ウインドウガラスの湾曲に基づいた、ワイパアームにおけるワイパブレ
ードの所定の揺動運動を保証する。なぜならば、接続ピンと係止収容部とは、互いに相対
的な回動運動を行うことができるからである。形成された結合は安定的かつ頑丈であり、
特に高い走行速度時の負荷にも耐える。
【００１５】
　この構成のためのさらなる従属請求項には、種々異なった実施態様が記載されている。
【００１６】
　次に図１ａ，図１ｂ，図１ｃ，図２ａ，図２ｂ，図３ａ，図３ｂ，図４ａ，図４ｂ，図
５ａ，図５ｂ，図６，図７ａ，図７ｂ，図８，図９ａ，図９ｂ，図１０ａ，図１０ｂ，図
１０ｃ，図１１ａ，図１１ｂ，図１１ｃ，図１２，図１３ａ，図１３ｂ，図１４ａ，図１
４ｂ，図１４ｃ及び図１５の図面につき多数の構成を説明する。これらの構成は全て、ウ
インドウワイパに対応配置されたワイパアームに前記形式の接続装置を備えたワイパブレ
ードの簡単な、ひいては迅速な取外し及び組付けを可能にする。
【００１７】
　図１ａ、図１ｂ及び図１ｃには、ウインドウワイパ装置のワイパアーム２に設けられた
ワイパブレード１のための接続装置が示されている。このワイパプレード１は、ワイパリ
ップ５を備えたワイパ条片４のための、２つのばねレール３から形成された支持エレメン
トと、前記ばねレール３の外縁にかぎ爪状の脚部６によりクランプするように固定された
、ばねレール３の、ワイパリップ５に向いていない側でワイパ条片４に上から係合する保
持装置７とを有しており、この保持装置７には、ワイパブレード１の長手方向延びに対し
て横方向に貫通孔内に固定された接続ピン８が設けられている。保持装置７は、中断され
たスポイラ条片の領域に配置されており、このスポイラ条片は、同様にばねレール３の外
縁で保持されており、ワイパ条片４に上から係合しており、このうちの一部の横断面図が
示されている。接続ピン８は、図１ｂに示したアダプタブラケット９の回動可能な配置の
ために役立つ。
【００１８】
　このアダプタブラケット９は、キャップ状の、平方六面体状に形成されたＡｌ鋳込み部
材であり、このＡｌ鋳込み部材は組み付けられた状態では保持装置７を取り囲んでおり、
Ａｌ鋳込み部材の長手方向側壁には接続ピン８のためのそれぞれ１つの軸受１０が形成さ
れている。これらの軸受１０は、アダプタブラケット９の、ワイパブレード１に向いた側
に、接続ピン８のための挿入ギャップ１１を備えており、この挿入ギャップ１１に向かい
合った側には軸受１０の弾性的な拡開のためのスリット１２を有している。両方の端面に
はアダプタブラケット９は切欠き１３を備えており、これらの切欠き１３は向かい合った
それぞれ２つの案内面１４を形成しており、これらの案内面１４によりアダプタブラケッ
ト９は保持装置７に可動に接触しており、これらの案内面１４によりアダプタブラケット
９は案内されている。接続ピン８にアダプタブラケット９を回動可能に配置し、保持装置
７に沿ってこのアダプタブラケット９の端面を案内することにより、接続ピン８を中心と
した揺動運動が保証されている。
【００１９】
　妨げられない揺動運動を確保するためには、アダプタブラケット９は、ワイパブレード
１に向いた側に、ばねレール３の縁部に対してギャップを形成しており、さらに切欠き１
５．１及び１５．２を有しており、これらの切欠き１５．１及び１５．２は、接続ピン８
を中心としたアダプタブラケット９の傾斜を、妨げられずに可能にし、この場合に切欠き
１５．１は、対応した傾斜時には脚部６を収容するために働く。
【００２０】
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　さらにアダプタブラケット９は両方の長手方向側にそれぞれ係止突起１６を備えており
、この係止突起１６は、アダプタブラケット９の壁に設けられた弾性的にたわみ可能な舌
片１７に形成されており、この舌片１７の自由な端部は、軽く外側方向へ突出した操作取
っ手の形１８に形成されている。
【００２１】
　ワイパアーム２の自由な端部は、アダプタブラケット９に適合されたエンドピース１９
の形に形成されており、このエンドピース１９は、アダプタブラケット９に、ほぼ形状接
続的に(formschluessig)次のように、すなわち、ワイパブレード１が妨げられずに揺動運
動を行うことができるように配置可能になっている。アダプタブラケット９に固定するた
めには、エンドピース１９は、前記係止突起１６に対応した係止切欠き２０を有しており
、この係止切欠き２０内には、ワイパブレード１が組み付けられた状態で係止突起１６が
挿入され、このためには、ワイパブレード１はエンドピース１９内へ簡単に押込み可能で
ある。ワイパブレード１を取り外すためには、操作取っ手１８が押圧され、これにより、
係止突起１６は係止切欠き２０との係合から外れ、ワイパブレード１はエンドピース１９
から引き出される。
【００２２】
　図２ａ及び図２ｂは、接続装置の構成を示している。この構成は、アダプタブラケット
２１の長手方向側に、操作取っ手１８を備えたそれぞれ２つの係止突起１６が一体成形さ
れており、これらの２つの係止突起１６が、ワイパアーム２のエンドピース２２内に設け
られた係止切欠き２０と係合可能であるという点によってのみ上記構成と異なっている。
この構成は、固定装置の安定性の向上のために貢献する。図２ａは、既に保持装置７に組
み付けられたアダプタブラケット２１を示しており、このアダプタブラケット２１を介し
て、ワイパブレード１は簡単な形式でエンドピース２２内へ押込み可能である。
【００２３】
　図３ａ及び図３ｂによる構成では、係止突起対が、湾曲された２つの滑りブロック２３
により代替されており、これらの滑りブロック２３は、エンドピース２４（図３ｂ）内に
形成された、同じ形式で湾曲されたギャップ開口２５に係合可能である。この場合に、湾
曲部は、接続ピン８の別の側に形成された係止突起１６に向かって軽く凸状になっており
、同様に付加的な固定に関して固定装置の安定性を高めるために働く。もちろん、エンド
ピース２４へのワイパブレード１の組付けは、ギャップ開口２５内への滑りブロック２３
の挿入に結びついており、ひいては図２による構成に対して幾らか難しくなっている。滑
りブロック２３がギャップ開口２５内へ次第に進入するにつれて、ワイパブレード１の傾
斜角度はエンドピース２４に対して、湾曲に基づき次第にわずかになり、係止突起が係止
切欠き２０内へ挿入された係止位置ではゼロである。
【００２４】
　接続装置の別の構成を図４ａ及び図４ｂが示している。この構成では、アダプタブラケ
ット２６は、ワイパブレード１に向いていない、エンドピース２７に向いた側に、長く延
びた、アダプタブラケット２６の方向にばね力を負荷された（図示していない）回転ノブ
２８を備えており、この回転ノブ２８は、エンドピース２７内に配置された、回転ノブ２
８の形状に適合された開口２９に係合可能である。アダプタブラケット２６がエンドピー
ス２７内へ挿入された固定位置では、前記回転ノブ２８はエンドピース２７の開口２９を
介して、この開口２９を越えて外側へ突出しており、把持し、軽く引き出し、特に９０°
だけ回動させることができ、この場合に、回転ノブの引出しは、この回動ノブの下側が、
エンドピース２７の上側のレベルを有しており、回動することができる程度まで可能であ
る。回転ノブ２８及び開口２９の構成及び回転ノブ２８の回動により、アダプタブラケッ
ト２６はエンドピース２７によりロックされる。
【００２５】
　図５ａ及び図５ｂは、係止装置を有する接続装置の別の構成を示している。アダプタブ
ラケット３０には、ワイパブレード１に向いていない側に、係止ノブ３２を有するばね弾
性的な舌片３１が配置されており、ワイパブレード１に向いた側には、アダプタブラケッ
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ト３０の長手方向壁部に係止切欠き３３が配置されており、これらの係止切欠き３３には
、これらの係止切欠き３３のための係止突起３４と、開口３５とを備えたエンドピース３
６のためのストッパ面が設けられている。ワイパブレード１を組み付けるためには、アダ
プタブラケット３０はエンドピース３６内に、アダプタブラケット３０が、舌片３１を有
する係止ノブ３２の弾性的な押込み下にエンドピース３６の上壁に当接するまで挿入され
る。次いで係止突起３４が係止切欠き３３に完全に係合するまで、ワイパアーム１はエン
ドピース３６に対して長手方向に摺動される。この位置では係止ノブ３２は開口３５に対
応しており、この開口３５内に挿入され、これにより、アダプタブラケットはエンドピー
ス３６に堅固に結合されている。ワイパブレード１の取外しは、係止ノブ３２を押し込み
次いでワイパブレード１を係止位置から摺動することにより行われる。
【００２６】
　図６による接続装置の構成では、平行六面体状のアダプタブラケット３７が、ワイパア
ームに向いていない側に端壁を備えており、この端壁は側壁を越えて突出しており、エン
ドピース３９のためのストッパ面３８を形成している。さらにアダプタブラケット３７の
、両長手方向側には係止突起１６．１が一体成形されている。エンドピース３９は、アダ
プタブラケット３７との係止位置で係止突起１６．１に対応する係止切欠き４０を有して
おり、エンドピース３９の長手方向側の側壁の内部には内側方向に向いた、アダプタブラ
ケット３７に下から係合するための突起４１を有している。エンドピース３９に沿った摺
動運動により、アダプタブラケット３７に設けられたワイパブレード１が、エンドピース
３９の端面がストッパ面３８に当接するまでエンドピース内に押し込まれ、この場合に、
アダプタブラケット３７は突起４１により下から係合される。この最終位置では係止突起
１６は係止切欠き４０内との係合に至り、アダプタブラケット３７をエンドピースに固定
する。
【００２７】
　図７ａ及び図７ｂによる接続装置の構成は、接続ピン４２に枢着的に保持されたアダプ
タブラケット４３と、対応して適合されたエンドピース４４とから形成されている。アダ
プタブラケット４３の長手方向側部には接続ピン４２の端部が突出しており、面取りされ
ており、この場合に面取り部Ｄはワイパブレード１の長手方向延びに対してほぼ垂直に形
成されている。さらにアダプタブラケット４３は２つの係止突起１６を有している。エン
ドピース４４は、端面に、面取りされた前記端部のための、それぞれ１つの挿入開口４６
を有する２つの係止収容部４５と、係止突起１６のための係止切欠き４７とを備えており
、この場合に面取りされた領域（Ｄ）の厚さは挿入開口４６の最も挟幅な箇所の幅にほぼ
等しい。ワイパブレード１は、エンドピース４４に対して垂直に、接続ピン４２の端部に
より係止収容部４５内へ挿入され、９０°だけワイパアーム２に対して平行位置へ、ひい
ては係止突起１６と係止切欠き４７との係止位置へもたらされる。係止位置では、挿入開
口４６はワイパブレード１に対して平行に、かつ面取り部Ｄに対して垂直に配置されてお
り、これにより、接続ピン４２の端部は、係止突起１６の係止により同様に固定されてお
り、ワイパブレード１はワイパアーム２に固定されている。
【００２８】
　図８は、接続装置の別の構成を示している。この構成では、アダプタブラケット４８は
円筒状の周面を有する鋳込み部材であり、上に述べた構成のように、保持装置７の接続ピ
ン８で枢着的に、ワイパブレード１から間隔をおいて配置されている。ワイパアームの端
部に向いていない端面には、アダプタブラケット４８は端壁４９を備えており、この端壁
４９は周面を越えて突出しており、同時に周面に配置されたばね手段５０のための支持体
を形成している。周面には、軸線平行に、かつ周面で向かい合って、すなわち、１８０°
だけずさらて、端壁４９に向いた端部にそれぞれ１８０°の折曲げ部を備えた２つの案内
溝５１が設けられている。周面に適合されたエンドピース５２の内部には、前記案内溝５
１に係合するための２つの案内ピン（図示していない）が配置されている。組付けのため
には、ワイパブレード１は長手方向軸線を中心として、案内溝５１が案内ピンに対応し、
次いでエンドピース５２内へ押し込まれ、ストッパで差込みロックの場合のように回動さ
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れ、係止されるまで回動され、この場合にばね手段５０がアダプタブラケット４８を係止
位置へ押圧し、この係止位置に保持する。
【００２９】
　図９に示した接続装置は、保持装置７に堅固に結合された接続ピン５３を有しており、
この接続ピン５３の端部はアダプタブラケット５４の両側に突出しており、ワイパブレー
ド１に対して平行に面取りされており、この場合にワイパブレード１に対して凹状に軽く
湾曲されている。アダプタブラケット５４は、上に述べた構成とは反対に保持装置７（こ
の保持装置７の脚部６のみを見ることができる）に堅固に結合されており、ワイパブレー
ド１に向いていない側で凹状に湾曲されている。エンドピース５５は、両方の長手方向壁
内に、それぞれ長く延びた、接続ピン５３のそれぞれの突出した端部及び湾曲に対応した
リンクガイド５６を有しており、このリンクガイド５６には、ワイパアーム１に向いた側
に挿入ギャップ５７が設けられている。この場合にこの挿入ギャップ５７は接続ピン５３
の端部と同じ幅である。ワイパブレード１の組付けは、エンドピース５５に対して平行な
配向で行われ、この平行な配向で接続ピン５３は挿入ギャップ５７を介して、次いでワイ
パブレード１をワイパアーム２の方向に摺動することによりリンクガイド５６内へ押し込
まれる。このリンクガイド５６内では、接続ピン５３は往復運動可能に案内されており、
湾曲に基づき、ウインドウワイパの運転時に必要な揺動運動を行う。
【００３０】
　図１０ａ、図１０ｂ及び図１０ｃに示した接続装置がＵ字形の保持装置５８（詳細に見
ることができない）を有しており、この保持装置５８はかぎ爪状の脚部５９によりばねレ
ール３の外縁にクランプするように固定されている。保持装置５８に接続ピン８で枢着さ
れたアダプタブラケット６０が、ワイパブレード１に向いていない側に、保持装置５８の
脚部の間の領域に長方形の開口６１を備えており、この開口６１は、エンドピース６２に
形成された長方形の、しかしながらより幅広の開口６３に対応している。これらの両方の
開口６１，６３には、Ｖ字形の、弾性的に圧縮可能な係止エレメント６４が対応配置され
ており（図１０ｃ）、この係止エレメント６４は、この係止エレメント６４の外側に配置
された係止レール６５を備えており、自由な脚端部には外側方向に向いたストッパレール
６６を備えており、この場合に、係止レール６５とストッパレール６６との間の間隔は、
アダプタブラケット６０及びエンドピース６２の、ワイパブレード１に向いていない壁部
６７，６８の厚さの総和に対応している。ワイパブレード１をワイパアーム２に組み付け
るためには、ワイパブレード１はアダプタブラケット６０が壁部６８に当接するまでエン
ドピース６２内へ挿入され、弾性的に圧縮された係止エレメント６４の挿入により、この
係止エレメントの引き続く拡開により係止される。
【００３１】
　図１１ａ、図１１ｂ及び図１１ｃには接続装置が示されている。この接続装置では、ワ
イパアーム３０２に形成されたエンドピース３０３が、ワイパブレード３０５で接続ピン
により旋回可能に保持されたアダプタブラケット３０６及びこのアダプタブラケット３０
６のための保持装置３０７に係合するための２つの案内レール３０４と、アダプタブラケ
ット３０６に設けられたばね弾性的な舌片３１０に配置された係止ノブ３０９のための係
止開口３０８とを有している。さらにアダプタブラケット３０６の両方の外側には、エン
ドピース３０３に向かい合った、アダプタブラケット３０６の旋回運動を可能にする、案
内レール３０４のためのそれぞれ１つの楔状のストッパブラケット３１１が形成されてい
る。これらの案内レール３０４のためには、保持装置３０７はワイパアーム側の端部の両
側にそれぞれ１つのロックブラケット３１２をも有している。前記案内レール３０４は、
両方の端面により、ストッパブラケット３１１及びロックブラケット３１２のためのスト
ッパ手段として働く。
【００３２】
　図１１ｂ及び図１１ｃは、エンドピース３０３へのワイパブレード３０５の組付けを示
している。このためには、アダプタブラケット３０６が次のように、すなわち、アダプタ
ブラケット３０６の下縁３１３（図１１ａ）が案内レール３０４により下から係合される
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ようにエンドピース３０３内へ押し込まれ、押込み方向で見て、それぞれの案内レール３
０４の前側端面が向かい合ったストッパブラケット３１１に当接するまで摺動される（図
１１ｂ）。次いでこの位置で係止ノブ３０９が係止開口３０８内に噛み合い、エンドピー
ス３０３とアダプタブラケット３０６とは互いに係止されており、これにより、ワイパブ
レード３０５はワイパアーム３０２で固定されている。次いでエンドピース３０３とアダ
プタブラケット３０６（見ることができない）とを有する前記ワイパアーム３０２は、図
１１ｃに示した作業位置へ旋回され、この場合に、案内レール３０４がロックブラケット
３１２に後ろから係合する。これにより、エンドピース３０３は係止開口３０８内への係
止ノブ３０９の噛合いとは無関係に保持装置３０８で紛失不能に固定されているが、しか
しながら、車両ウインドウでの運転時（作業位置）にはこのウインドウに対してウインド
ウ湾曲に基づいた揺動運動を、接続ピンを中心として行うことができる。
【００３３】
　図１２は別の構成を示している。この構成は、ロック－及びストッパ手段が配置されて
いることにより前記構成とは異なっている。アダプタブラケット３１４には、ワイパブレ
ード３０５に向いていない側に、エンドピース３１６の端面に配置されたストッパ舌片３
１７のための案内溝３１５が設けられている。保持装置３１８は、ワイパアーム側の端部
の両側にはそれぞれエンドピースに一体成形された案内レール３２０のためのロックブラ
ケット３１９を有しており、ワイパアームに向いていない側にはストッパ舌片３１７のた
めのストッパ面３２１を備えた凹部を有している。
【００３４】
　ワイパブレード３０５の組付けは図１１ａ、図１１ｂ及び図１１ｃによる構成と同じ形
式で行われ、この場合にはアダプタブラケット３１４はこのアダプタブラケット３１４が
案内レール３２０により下から係合された場合に、ストッパ舌片３１７がストッパ面３２
１に当接するまでエンドピース内へ押し込まれる。この位置では、係止ノブ３０９は係止
開口３０８内に噛み合い、これにより、ワイパブレード３０５はワイパアーム３０２のエ
ンドピース３１６に固定されている。アダプタブラケット３１４を有するエンドピース３
１６が作業位置へ旋回された場合（図１１ｃ参照）には、両方の案内レール３２０がロッ
クブラケット３１９に係合する。これにより、係止ノブ３０９と係止開口３０８との係止
が誤まって行われなかった場合にもワイパブレード３０５が紛失不能にワイパアーム３０
２に固定されている。
【００３５】
　図１３ａ及び図１３ｂには、ウインドウワイパ装置（図示してない）のウインドウワイ
パのワイパアーム２０２のエンドピース２０６に設けられた、ワイパブレード２０１のた
めの択一的な接続装置が示されている。ワイパブレード２０１は２つのばねレール２０３
から形成された、ワイパリップ２０５を有するワイパ条片２０４のための支持エレメント
と保持装置２０７とを有している。この保持装置２０７はベースプレート２０８によりワ
イパリップ２０５に向いていない側でワイパ条片２０４に上から係合し、かぎ爪状の脚部
２０９によって、ばねレール２０３の外縁にクランプするように固定されている。ベース
プレート２０８には、ワイパブレード２０１の長手方向延びに対して平行に２つの固定舌
片２１０が、ワイパ条片２０４に向いていない側に延びるように形成されており、これら
の固定舌片２１０には、Ｕ字形の横断面のＵ字形ロック部材の形で形成されたアダプタブ
ラケット２１１がピン２１２により旋回可能に支承されており、このピン２１２の両方の
自由な端部は、それぞれ面取りされた接続ジャーナル２１３の形に成形されており、この
場合にピン２１２は回動可能に固定舌片２１０に保持されており、Ｕ字形ロック部材２１
１は、ピン２１２及び接続ジャーナル２１３に回動不能に結合されている。Ｕ字形ロック
部材２１１には、側方に形成された２つの凹部２１５を有する舌片２１４が一体成形され
ている。
【００３６】
　アダプタブラケット２１１に適合されたエンドピース２０６が、ワイパブレード２１０
に向いていない側に切欠き２１７を有しており、長手方向に延びた両方の側壁２１８には
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それぞれ１つの中空円筒状の係止収容部２１９を有している。この係止収容部２１９には
、アダプタブラケット２１１を形状接続的に収容するための、半径方向に形成された切欠
き２２０が設けられており、この場合にアダプタブラケット２１１のために形成された挿
入開口の内径は、面取りされた接続シャフト２１３の厚さに対応しており、かつ係止収容
部２１９の直径は、接続シャフト２１３の内径に対応している。エンドピース２０６の端
面には、凹部２２１の上端に２つの係止突起２２２が形成されている。図１３ａはワイパ
ブレード２０１を、ワイパアーム２０２に対する組付け位置で示している。この組付け位
置ではアダプタブラケット２１１は立てられており、接続ジャーナル２１３の面取りされ
た側部はワイパブレード２０１に対してほぼ垂直に配置されている。
【００３７】
　ワイパブレード２０１の組付けのためには、Ｕ字形ロック部材の形で形成されたアダプ
タブラケット２１１が、両方の接続ピン２１３が係止収容部２１９内に噛み合うまで切欠
き２１７を介して摺動される。次いでアダプタブラケット２１１が９０°だけエンドピー
ス２０６の方向に旋回される。この場合にアダプタブラケット２１１の両方の脚部は内側
で固定舌片２１０に形状接続的に接触しており、接続ジャーナル２１３は係止収容部２１
９に形状接続的に係止されている。この最終位置では、Ｕ字形ロック部材２１１は、この
Ｕ字形ロック部材２１１に一体成形された舌片２１４により、係止突起２２２を有する凹
部２１５の領域に係止される。この係止位置（図１３ｂ）では、接続ジャーナル２１３は
ワイパブレード２０１に対して平行位置に、かつ半径方向に配置された切欠き２２０に対
して横方向に位置しており、このことはエンドピース２０６及びワイパアーム２０２に対
しても同様であり、この場合に、エンドピース２０６の下縁とワイパブレード２１０との
間には、ワイパブレード２０１が、ワイパアーム２０２に沿って運転に基づく揺動を行う
ことができるだけ、多くの遊びスペースが設けられている。
【００３８】
　前記構成とは異なり、接続装置の図１４ａ、図１４ｂ及び図１４ｃに示した構成では、
Ｕ字形ロック部材の形で形成されたアダプタブラケット２２３に回動不能に結合された、
面取りされた接続ピン２２４の自由な端部には操作レバー２２５が回動不能に配置されて
おり、この場合に、この操作レバー２２５と、アダプタブラケット２２３のそれぞれの脚
部との間にはギャップ２２６が形成されている（図１４ｂ）。図１４ａはワイパブレード
２２７をワイパアーム２２８に対する組付け位置で示しており、このワイパアーム２２８
のエンドピースには、両側壁２２９に、切欠き２３１を有する係止収容部２３０が形成さ
れており、ワイパブレード２２７に向いていない側には切欠き２３２が設けられている。
組付けのためには、立てられたアダプタブラケット２２３が切欠き２３２内へ押し込まれ
、この場合に側壁２２９がそれぞれのギャップ２２６内へ滑り、この場合に接続ジャーナ
ル２２４が係止収容部２３０内へ滑る。次いでアダプタブラケット２２３が９０°だけ旋
回される。最終位置では、アダプタブラケット２３３は保持装置の固定舌片２３３に係止
される。このためには、それぞれの固定舌片２３３内には係止突起２３５のための係止収
容部２３４が設けられており、前記係止突起２３５は、アダプタブラケット２２３のそれ
ぞれの脚部の内側に形成されている。図１４ｃは、ワイパアーム２２８に配置されたワイ
パブレード２２７を示している。
【００３９】
　図１５による構成では、接続ピン２３６がエンドピース２３７の長手方向側壁の内側に
配置されており、これらの接続ピン２３６のための係止収容部２３８が、Ｕ字形ロック部
材の形で形成されたアダプタブラケット２３９に回動不能に配置されており、このアダプ
タブラケット２３９は、このアダプタブラケット２３９に回動不能に結合された中空軸２
４０を介して固定舌片２４１に回動可能に支承されている。長手方向側壁及び固定舌片２
４１には係止位置での互いの係合のための係止エレメント２４２，２４３が配置されてい
る。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
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【図１ａ】ウインドウワイパ装置のワイパアームのワイパブレードの接続装置の斜視図で
ある。
【図１ｂ】ウインドウワイパ装置のワイパアームのワイパブレードの接続装置の斜視図で
ある。
【図１ｃ】ウインドウワイパ装置のワイパアームのワイパブレードの接続装置の斜視図で
ある。
【図２ａ】アダプタブラケットの長手方向側に操作取っ手を有するそれぞれ２つの係止突
起が一体成形された接続装置の斜視図である。
【図２ｂ】アダプタブラケットの長手方向側に操作取っ手を有するそれぞれ２つの係止突
起が一体成形された接続装置の斜視図である。
【図３ａ】２つの湾曲された滑りブロックを有する接続装置の斜視図である。
【図３ｂ】２つの湾曲された滑りブロックを有する接続装置の斜視図である。
【図４ａ】接続装置の別の構成を示す斜視図である。
【図４ｂ】接続装置の別の構成を示す斜視図である。
【図５ａ】係止装置を有する接続装置の別の構成を示す斜視図である。
【図５ｂ】係止装置を有する接続装置の別の構成を示す斜視図である。
【図６】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図７ａ】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図７ｂ】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図８】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図９ａ】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図９ｂ】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図１０ａ】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図１０ｂ】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図１０ｃ】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図１１ａ】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図１１ｂ】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図１１ｃ】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図１２】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図１３ａ】ウインドウワイパ装置のウインドウワイパのワイパアームのエンドピースに
設けられるワイパブレードのための択一的な接続装置を示す斜視図である。
【図１３ｂ】ウインドウワイパ装置のウインドウワイパのワイパアームのエンドピースに
設けられるワイパブレードのための択一的な接続装置を示す斜視図である。
【図１４ａ】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図１４ｂ】接続装置の別の構成の断面図である。
【図１４ｃ】接続装置の別の構成の斜視図である。
【図１５】接続装置の別の構成の斜視図である。
【符号の説明】
【００４１】
　１　ワイパブレード、　２　ワイパアーム、　３　ばねレール、　４　ワイパ条片、　
５　ワイパリップ、　６　脚部、　７　保持装置、　８　接続ピン、　９　アダプタブラ
ケット、　１０　軸受、　１１　挿入ギャップ、　１２　スリット、　１３　切欠き、　
１４　案内面、　１５．１　切欠き、　１５．２　切欠き、　１６　係止突起、　１６．
１　係止突起、　１７　舌片、　１８　操作取っ手、　１９　エンドピース、　２０　係
止切欠き、　２１　アダプタブラケット、　２２　エンドピース、　２３　滑りブロック
、　２４　エンドピース、　２５　ギャップ開口、　２６　アダプタブラケット、　２７
　エンドピース、　２８　回転ノブ、　２９　開口、　３０　アダプタブラケット、　３
１　舌片、　３２　係止ノブ、　３３　係止切欠き、　３４　係止突起、　３５　開口、
　３６　エンドピース、　３７　アダプタブラケット、　３８　ストッパ面、　３９　エ
ンドピース、　４０　係止切欠き、　４１　突起、　４２　接続ピン、　４３　アダプタ
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ブラケット、　４４　エンドピース、　４５　係止収容部、　４６　挿入開口、　４７　
係止開口、　４８　アダプタブラケット、　４９　端壁、　５０　ばね手段、　５１案内
溝、　５２　エンドピース、　５３　接続ピン、　５４　アダプタブラケット、　５５　
アダプタブラケット、　５６　リンク案内部、　５７　挿入ギャップ、　５８　保持装置
、　５９　脚部、　６０　アダプタブラケット、　６１　開口、　６２　エンドピース、
　６３　開口、　６４　係止エレメント、　６５　係止レール、　６６　ストッパエレメ
ント、　６７　壁部、　６８　壁部、　Ｄ　面取り部、　２０１　ワイパブレード、　２
０２　ワイパアーム、　２０３　ばねレール、　２０４　ワイパ条片、　２０５　ワイパ
リップ、　２０６　エンドピース、　２０７　保持装置、　２０８　ベースプレート、　
２０９　脚部、　２１０　固定舌片、　２１１　Ｕ字形ロック部材／アダプタブラケット
、　２１２　ピン、　２１３　接続ピン、　２１４　舌片、　２１５　凹部、　２１７　
切欠き、　２１８　側壁、　２１９　係止収容部、　２２０　切欠き、　２２１　凹部、
　２２２　係止突起、　２２３　Ｕ字形ロック部材／アダプタブラケット、　２２４　接
続ジャーナル、　２２５　操作レバー、　２２６　ギャップ、　２２７　ワイパブレード
、　２２８　ワイパアーム、　２２９　側壁、　２３０　係止収容部、　２３１　切欠き
、　２３２　切欠き、　２３３　固定舌片、　２３４　係止収容部、　２３５　係止突起
、　２３６　接続ジャーナル、　２３７　エンドピース、　２３８　係止収容部、　２３
９　Ｕ字形ロック部材／アダプタブラケット、　２４０　中空軸、　２４１　固定舌片、
　２４２　係止エレメント、　２４３　係止エレメント、　３０２　ワイパアーム、　３
０３　エンドピース、　３０４　案内レール、　３０５　ワイパブレード、　３０６　ア
ダプタブラケット、　３０７　保持装置、　３０８　係止開口、　３０９　係止ノブ、　
３１０　舌片、　３１１　ストッパブラケット、　３１２　係止ブラケット、　３１３　
縁部、　３１４　アダプタブラケット、　３１５　案内溝、　３１６　エンドピース、　
３１７　ストッパ舌片、　３１８　保持装置、　３１９　係止ブラケット、　３２０　案
内レール、　３２１　ストッパ面
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１ａ】

【図１１ｂ】

【図１１ｃ】

【図１２】

【図１３ａ】 【図１３ｂ】
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【図１４ａ】 【図１４ｂ】

【図１４ｃ】 【図１５】
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